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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　左右に立設された複数の支柱と、前記支柱の上端部に設けられた連結部材と、前記連結
部材の上部に設けられた梁載置部に載置されて前後方向に延びる梁と、前記梁上に配置さ
れて左右方向に延びる母屋と、前記母屋上に配置された屋根材とを備え、
　前記梁載置部は、梁が載置される底部と前記底部の左右両端部に設けられて梁の左右を
覆う側壁部とを備えるとともに、下方に貫通する貫通部が設けられた中央部を間にして、
前記底部と前記側壁部とからなる前側梁載置部と後側梁載置部とが前後に間隔をあけて設
けられ、
　前記中央部の下方に前記貫通部に連通する空間部が前記支柱との間に設けられ、前記梁
と該梁上に配置された母屋とを上下に貫通して固定する固定部材の固定端部が、前記貫通
部を介して空間部に配置されるようになされていることを特徴とする簡易屋根構造物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自転車置場、カーポート、バス停留所、シェルターなどに用いられる組立式
の簡易屋根構造物に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、自転車置場、カーポート、バス停留所、シェルターなどの簡易屋根構造物につい
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ては、例えば特許文献１には、地面に複数本立設された円筒状支柱の上端部を、一対の挟
着片にて挟着し、この一対の挟着片に梁を連結する駐輪場の屋根部連結構造であって、上
記挟着片が、上記支柱の上端部の外周面に当接する半円状挟着壁部を有し、上記一対の挟
着片を上記支柱の上端部に固着し、かつ、門型の断面形状に形成した上記梁を、上記一対
の挟着片に被せて載置状に取付けた駐輪場の屋根部連結構造である簡易屋根構造物が開示
されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実開平６－６７７１１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、かかる従来の簡易屋根構造物においては、梁上に母屋を配置して屋根を
支持する際、支柱と梁とが交差する箇所に母屋を取付けることが困難なため、母屋と挟着
片とが干渉しないように、挟着片から母屋を離して取付ける必要があり、これによって組
立作業や取付作業の順序が制限され、また取付位置の調整が難しくなることがあり、施工
性の点で問題が生じる場合があった。
【０００５】
　本発明は、前記の如き問題点を解消し、支柱と梁とが交差する箇所であっても、その上
に母屋を取付けることが可能であって、施工作業に優れた簡易屋根構造物を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明は次のような構成としている。
　すなわちこの発明に係る簡易屋根構造物は、左右に立設された複数の支柱と、前記支柱
の上端部に設けられた連結部材と、前記連結部材の上部に設けられた梁載置部に載置され
て前後方向に延びる梁と、前記梁上に配置されて左右方向に延びる母屋と、前記母屋上に
配置された屋根材とを備え、前記梁載置部は、梁が載置される底部と前記底部の左右両端
部に設けられて梁の左右を覆う側壁部とを備えるとともに、下方に貫通する貫通部が設け
られた中央部を間にして、前記底部と前記側壁部とからなる前側梁載置部と後側梁載置部
とが前後に間隔をあけて設けられ、前記中央部の下方に前記貫通部に連通する空間部が前
記支柱との間に設けられ、前記梁と該梁上に配置された母屋とを上下に貫通して固定する
固定部材の固定端部が、前記貫通部を介して空間部に配置されるようになされていること
を特徴とするものである。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、支柱の上端部に設けられて梁載置部に梁が載置される連結部材は、下
方に空間部が設けられて、前記梁を前記梁載置部に固定する固定部材の固定端部が前記空
間部に配置されるようになされているので、平面視において梁と支柱とが重なる位置に母
屋を取付けるに際して、支柱に干渉されることなく、梁を梁載置部に固定することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明に係る簡易屋根構造物の実施の一形態を示す説明図である。
【図２】図１の支柱の上端付近の拡大図である。
【図３】図１の支柱の上部付近の側面図である。
【図４】図３のＡ－Ａ部の要部断面図である。
【図５】図１の梁付近の拡大正面図である。
【図６】図３のＢ－Ｂ部の要部断面図である。
【図７】図５のＣ－Ｃ部の断面図である。
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【図８】図７のＤ－Ｄ部の要部拡大断面図である。
【図９】図１の平面図である。
【図１０】図９のＥ－Ｅ部の要部拡大断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　次に、本発明を実施するための最良の形態について図面を参照し、具体的に説明する。
【００１０】
　図１は、本発明に係る簡易屋根構造物の実施の一形態を示す説明図である。支柱１は円
筒状の鋼管を適宜長さに切断して作製され、下端部が設置面に埋設されて立設されており
、本形態では、左右方向に間隔をあけて三個立設されている。支柱１は、強度的に安定し
ておりコストの安い鋼管が好適に用いられるが、鋼管に限るものではなく、アルミニウム
合金型材、ステンレス鋼管でもよい。
【００１１】
　梁２は、支柱１と同様に円筒状の鋼管を適宜長さに切断して作製され、支柱１の上方に
取付けられており、本形態では、前記三個の支柱１の上方にそれぞれ前後方向に沿って取
付けられている。梁２は、支柱１と同様に強度的に安定しておりコストの安い鋼管が好適
に用いられるが、鋼管に限るものではなく、アルミニウム合金型材、ステンレス鋼管でも
よい。
【００１２】
　次に、支柱１と梁２との取付構造について、詳しく説明する。図１に示すように、支柱
１と梁２とは、連結部材３を介して取付けられている。連結部材３は、本形態では、左右
勝手違いの2個の板材を備えたものであるが、一体に形成したものでもよい。
【００１３】
　まず、支柱１と連結部材３との関係について、詳しく説明する。図２は図１の支柱の上
部付近の拡大図、図３は図１の支柱の上部付近の側面図、図４は図３のＡ－Ａ部の主要部
の断面図である。連結部材３は、支柱１の上端部に取付けられる支柱取付部３１と、梁２
が取付けられる梁載置部３２とを備えている。支柱取付部３１は、図４に示すように、上
下方向に形成されて支柱の上端部に筒状を呈するようにして外嵌されて取付けられる支柱
受け部３３と、該支柱受け部３３の上端部に設けられて支柱受け部３３の上部開口を塞い
で設けられた係止部３４とを備えている。これにより、支柱１の上端部で連結部材３を支
えるようになされている。
【００１４】
　本形態では、図４に示すように、ボルトＢ１が、筒状を呈するようにして外嵌された支
柱受け部３３及び支柱１に設けられた貫通孔を前後に貫通して、そのねじ先端部に螺着さ
れるナットＮ１によって支柱受け部３３が支柱１の上端部に締結され、これによって、連
結部材３が支柱１に取付けられる。
【００１５】
　続いて、梁２と連結部材３との関係について、詳しく説明する。図５は図１の梁付近の
拡大正面図、図６は図３のＢ－Ｂ部の要部断面図、図７は図５のＣ－Ｃ部の断面図、図８
は図７のＤ－Ｄ部の要部拡大断面図である。連結部材３は、上部に梁載置部３２が設けら
れ、前記梁載置部３２は、図５、６に示すように、梁２が載置される底部３５と、前記底
部３５の左右両端部に設けられて梁２の左右を覆う側壁部３６とを備えた前側梁載置部３
２ａと、後側梁載置部３２ｂと、その間に形成された底部３５に下方に貫通する貫通部３
５ａが設けられた中央部３２ｃとから形成されている。そして前記前側梁載置部３２ａ及
び後側梁載置部３２ｂの底部３５上に載置された梁２と前記両側壁部３６とを前後に貫通
するボルトＢ２の前後に貫通され、ねじ先端部に螺着されるナットＮ２によって両側壁部
３６間に梁２が挟持されることによって、梁２が連結部材３に取付けられる。なお、前記
貫通部３５ａは、本形態では、底部３５自体を無くして、当該底部３５に該当する箇所を
貫通部３５ａとしている。
【００１６】
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　本形態では、前側梁載置部３２ａ、後側梁載置部３２ｂはＵ字状となされて、上部は開
口３７されており、上方から前記開口３７を通って、梁２を載置することができる。加え
て、中央部３２ｃは梁の側部を覆う。従来の連結部材３としては、例えば、支柱１を受け
る半円筒状部と梁を受ける半円筒状部を備えた左右勝手違いの2個の板材で、支柱１と梁
２とを左右から挟んで連結する形態があり、この場合は、支柱１と梁２とを一度に連結す
る必要があるため、現地の作業が困難であり、予め連結して設置現場まで輸送する場合で
は嵩高い状態であるため輸送効率が悪いものであった。それに対して、本形態では、支柱
１に連結部材３を取付けた後、該連結部材３の梁載置部３２に梁２を仮置きして、位置調
整をした後、連結部材３に梁２を取付けることができる。これにより、出荷時に組み立て
ておく必要がないため、輸送効率がよく、また現場作業も容易となり好ましい。
【００１７】
　次に、梁２に対する母屋４の取付構造について、詳しく説明する。図３、７に示すよう
に、母屋４は、梁２上に載置されると共に、固定部材によって固定されている。本形態で
は、母屋４の角筒状の下壁部４１と、該母屋４が載置される梁２に設けられた貫通孔を上
下に貫通するボルトＢ３と、そのねじ部に螺着されるナットＮ３とからなる固定部材によ
って梁２に締結される。前記母屋４は、支柱の上方に配置される母屋と、その前後に配置
される母屋とからなり、前後に間隔をあけて３列配置されている。そして、支柱の上方に
配置される母屋については、後記するように、連結部材３に空間部３８が設けられて、梁
２に固定するためのボルトＢ３のねじ先端部やナットＮ３と干渉を避けるようになされて
いる。
【００１８】
　すなわち、連結部材３において、梁２が載置される梁載置部３２は、前記中央部３２ｃ
を間にして前後に前側梁載置部３２ａと後側梁載置部３２ｂとが間隔をあけて設けられ、
支柱取付部３１と梁載置部３２とは、連結部３９によって上下に間隔をあけて設けられて
、支柱取付部３１と中央部３２ｃとの間に左右方向に通じる側面視逆三角形状の空間部３
８が形成されている。したがって、中央部３２ｃにボルトＢ３が位置するように梁２を載
置することによって、固定部材の固定端部、すなわち前記梁２と該梁２上に配置された母
屋４とを上下に貫通したボルトＢ３のねじ先端部とナットＮ３とが空間部３８に配置され
ることとなり、ナットＮ３を締め付ける際、その締付用の治具で作業するための作業空間
を確保して、支柱１、連結部材３との干渉が生じるような不具合を抑えることができる。
なお、前記固定部材の固定端部とは、梁２と母屋４とを固定する固定部材の両端部のうち
の一端部であり、本形態においては、空間部３８に配置されたボルトＢ３のねじ先端部と
ナットＮ３である。
【００１９】
　これによって、梁２上に母屋４を取付ける際、前記ボルトＢ３とナットＮ３により仮止
めすることが可能となり、ナットＮ３の仮止め時や、締結時に、平面視において、支柱１
と梁２とが重合する位置である連結部材３に対して、更に母屋４とが重合する位置であっ
ても、前記のように締付作業に伴う不具合を抑えることができる。
【００２０】
　本形態では、前記ボルトＢ３の頭部が母屋４の内部に配置されており、ネジ先端部が連
結部材３の空間部３８に配置されるものであるが、ボルトＢ３の頭部を空間部３８に配置
し、該空間部３８が母屋４に螺着されるように、母屋４の内部にバーリング加工やナット
の取付等によって、雌ねじ部を設けたものでもよい。
なお、この場合に前記固定部材の固定端部は、空間部３８に配置されたボルトＢ３の頭部
である。
【００２１】
　母屋４は、角筒状の鋼管を適宜長さに切断して作製され、梁２の間に取付けられており
、本形態では、前後に間隔をあけて３列配置されている。母屋４は、支柱１と同様に強度
的に安定しておりコストの安い鋼管が好適に用いられるが、鋼管に限るものではなく、ア
ルミニウム合金型材、ステンレス鋼管でもよい。
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　屋根材５は、図９、１０に示すように、前後方向に長い平面視略長方形状であって、前
後３列配置された母屋上に架け渡されており、上方よりビスＢ４とシール材Ｓとによって
母屋４上に固定されている。
【００２３】
　屋根材５は、左右に隣合う屋根材の側端部同士が重合されている。屋根材５の両側端部
には、長手方向に延びる断面逆Ｕ字状の大突条５１が形成されており、大突条５１同士が
上下に重合されている。本形態では、屋根材５の両端部の大突条５１は、一方がやや高く
、他方がやや低く形成されており、隣合う屋根材の大突条同士を重合させやすい。本形態
では、屋根材５に水切り勾配を設けるために、梁２は後方へ下がる傾斜が設けられるよう
に、梁取付部３２の載置部３５も後方へ下がる傾斜が設けられている。
【００２４】
　以上、本発明の簡易屋根構造物について、実施形態に基づいて説明したが、本発明は、
これらの実施形態に限定されるものではない。本発明の要旨を逸脱しない範囲内で当業者
が思いつく各種変形を施したものも本発明の範囲内に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【００２５】
　本発明は、自転車置場、カーポート、バス停留所、シェルターなどに用いられる簡易屋
根構造物として広く利用することができる。
【符号の説明】
【００２６】
１　　支柱
２　　梁
３　　連結部材
３１　支柱取付部
３２　梁載置部
３２ａ　前側梁載置部
３２ｂ　後側梁載置部
３２ｃ　中央部
３３　支柱受け部
３４　係止部
３５　底部
３５ａ　貫通部
３６　側壁部
３７　開口
３８　空間部
３９　連結部
４　　母屋
４１　下壁部
５　　屋根材
５１　大突条
Ｂ１、Ｂ２、Ｂ３　ボルト
Ｂ４　ビス
Ｎ１、Ｎ２、Ｎ３　ナット
Ｐ　　簡易屋根構造物
Ｓ　　シール材
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【図７】 【図８】
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